
 

 

 

 

 

 

 「さいたま運転区における、一部副長や指導員等による『労働組合活動への支配介入』に対 

して、この間の労使確認のもと、原因究明と厳正な対処を求める」申し入れ 
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その①  

３名の組合員は何に対して謝罪されているのか分からず、納得感がない。「春の面談に問題なかったか」「面

談の中で組合の関係を話した事はよくなかった」「申し訳ない」と具体的な問題点なども説明されていない。 

特にある組合員に至っては、区長が以前に当該副長からコミュニケーションを取らせると話していたが、

それが行われないまま副長は異動。副区長からは「●●（組合員）からコミュニケーションとったのか？」

と言われる始末。そもそも当該副長が本当に反省しているのか？組合より「当該副長からフロアの会話

で『○○はまだ組合入っているのか？』と聞かれたと聞いている。３人以外も確認すべき。当該副長自身

がどういった点を反省しているのかなど、確認しなければ本人達は納得出来ないと思うがどうか？」と

も言われていることから、日々の言動からも次なる不当労働行為を引き起こしかねないと通告。 


